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令
和
２
年
度

決
算
報
告

　

令
和
２
年
度
の
町
の
決
算
に
つ
い

て
、
９
月
に
行
わ
れ
た
議
会
定
例
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
町
税
や
、
国
・
道
か
ら
の
交
付

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、

決
算
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

区　　分 決　算　額 構成比
自
主
財
源

・町税 ２億５９６５万９千円 ６．９％
・使用料及び手数料 ７８３８万３千円 ２．１％
・繰入金、諸収入、その他 １億９１２１万２千円 ５．０％
自主財源計 ５億２９２５万４千円 １４．０％

依
存
財
源

・地方交付税 １７億９７２３万８千円 ４７．４％
・国庫支出金 ６億５３６８万６千円 １７．３％
・道支出金 ２億４２８０万５千円 ６．４％
・町債 ４億２１４３万５千円 １１．１％
・地方譲与税、
　地方消費税、その他 １億４５０２万２千円 ３．８％

依存財源計 ３２億６０１８万６千円 ８６．０％

歳 入 合 計 ３７億８９４４万０千円１００．０％

区　　分 決　算　額 構成比
・総務費 ６億４６２８万５千円 １７．６％
・民生費 ４億８９３３万９千円 １３．３％
・衛生費 ２億８３１５万４千円 ７．７％
・農林水産業費 ２億３７３６万９千円 ６．５％
・土木費 ４億９３１１万５千円 １３．５％
・教育費 ２億４８８０万４千円 ６．８％
・公債費 ３億６３６９万９千円 ９．９％
・職員給与費 ５億２２７４万０千円 １４．３％
・その他 ３億８２１５万７千円 １０．４％
　議会費 ３３８５万９千円 ー
　労働費 ８９万０千円 ー
　商工費 ９９７１万３千円 ー
　消防費 ２億４７６９万０千円 ー
　災害復旧費 ５千円 ー

歳 出 合 計　 ３６億６６６６万２千円 １００．０％

歳入総額－歳出総額＝１億２，２７７万８千円の黒字となりました。
◎町税の内訳

■町民１人当たりが負担したお金
　２億５，９６５万９千円÷２，６６４人＝約９万７千円

■町民１人当たりに使われたお金
　３６億６，６６６万２千円÷２，６６４人＝約１３７万６千円

（R3.３.３１現在の人口）（町税：上グラフ） （歳出総額） （R3.３.３１現在の人口）

町民税　４１.７％ 固定資産税　４７.３％

軽自動車税３.５％ 入湯税０.１％たばこ税７.４％

▽一般会計決算の概要
　一般会計の歳入は３７億８，９４４万円で、前年度に比べ
５億３，８６６万４千円の増額（１６.５７％増）となりました。こ
れは、地方交付税や町債、国庫支出金の増加によるものです。
　歳出は３６億６，６６６万２千円で、前年度に比べ
５億２，３７０万８千円の増額（１６.６６％増）となりました。こ
れは、新型コロナウイルス感染防止対策に係る補助費や投資的
経費の増が主な要因となっています。
　また、町民の皆さまに納めていただいた町税の総額は
２億５，９６５万９千円で、歳入全体の６.９％となっています。
一方、主な依存財源である地方交付税は１７億９，７２３万８千円
で歳入全体の４７.４％を占めています。

自主財源

依存財源

町税

使用料及び手数料

繰入金、
諸収入、その他

地方交付税

国庫
支出金

道支出金

町債

地方譲与税、
地方消費税、その他

総務費

民生費

衛生費
農林

水産業費土木費
教育費

公債費

職員給与費

その他

●歳入

●歳出



区　分 歳　入 歳　出 差引収支
国 民 健 康 保 険 ４億  ５９４万７千円 ３億９４９３万８千円 １１００万９千円
国民健康保険
　　診療所事業 １億４０３６万５千円 １億２６０３万１千円 １４３３万４千円

後期高齢者医療 ５５４３万１千円 ５５４３万１千円 ０千円

介 護 保 険 事 業 ５億３５６６万２千円 ５億　５２２万１千円 ３０４４万１千円

公共下水道事業 １億６１６７万８千円 １億５９５０万５千円 ２１７万３千円

合　計 １２億９９０８万３千円 １２億４１１２万６千円 ５７９５万７千円

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
を

適
正
に
運
営
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た「
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
全
て
の
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
財
政

健
全
化
に
係
る
各
指
標
の
公

表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

公
表
す
る
こ
と
と
な
る
の

は
、
健
全
化
判
断
比
率（
実

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
）
と
公
営
企

業
に
係
る
資
金
不
足
比
率
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
比
率

が
下
記
の
基
準
を
超
え
る
団

体
は
、
早
期
健
全
化
計
画
あ

る
い
は
財
政
再
生
計
画
の
作

成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

愛
別
町
の
令
和
２
年
度
決

算
に
お
け
る
健
全
化
判
断
比

率
お
よ
び
各
公
営
企
業
の
資

金
不
足
比
率
は
、
い
ず
れ
も

国
が
定
め
た
基
準
の
範
囲
内

と
な
っ
て
い
ま
す
。
健
全
化

判
断
比
率
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
下
表
の
と
お
り
、
実
質

公
債
費
比
率
は
昨
年
度
よ
り

０
．
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
８
．

８
％
、
将
来
負
担
比
率
は
昨

年
度
よ
り
２
．
４
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
９
．
９
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
実
質
赤
字

比
率
お
よ
び
連
結
実
質
赤
字

比
率
に
つ
い
て
は
、
一
般
会

計
お
よ
び
特
別
会
計
に
お
い

て
実
質
収
支
額
が
黒
字
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
比
率
は
あ
り

ま
せ
ん
。
各
公
営
企
業
の
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、

各
特
別
会
計
に
お
い
て
資
金

不
足
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
と
お
り
、
法
律
に
基

づ
く
４
つ
の
指
標
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
を

満
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
町
債
の
残
高
や
決

算
に
占
め
る
公
債
費
は
高
く
、

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負

担
比
率
に
つ
い
て
も
高
水
準

で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
今
後

も
引
き
続
き
、
持
続
可
能
な

健
全
財
政
の
確
立
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

区　　分 Ｈ３０年度比率 Ｒ元年度比率 R２年度比率 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 ー ー ー １５.０％ ２０.０％
連結実質赤字比率 ー ー ー ２０.０％ ３０.０％
実質公債費比率 ６.６％ ８．３％ ８.８％ ２５.０％ ３５.０％
将来負担比率 １７.７％ １２．３％ ９.９％ ３５０.０％ ー

区　　分 Ｈ３０年度比率 R元年度比率 R２年度比率 経営健全化基準
簡易水道事業特別会計 ー ー ー ２０.０％
公共下水道事業特別会計 ー ー ー ２０.０％

▼健全化判断比率

▼公営企業に係る資金不足比率

▽
令
和
２
年
度

　
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率

▽特別会計の
　　　　　決算状況
　町の会計には、一般会計
と区分して、特定の収入で
支出をまかなう特別会計が
あります。
　令和２年度の５つの特別
会計の決算額は右記のとお
りです。

▽公営企業会計の
　　　　　決算状況
　公営企業会計は関係する
法律の適用を受け、利用者
からの利用料金等により事
業を行う、公営企業の会計
です。令和２年度の公営企
業会計の決算額は右記のと
おりです。

区　分 収　入 支　出 差　引

簡易
水道事業

収益的収支 １億７３１４万２千円１億４２２４万８千円 ２０８９万４千円

資本的収支 ８４１４万２千円 １億９９５２万６千円▲１億１５３８万４千円

※資本的収支の不足額は内部留保金などで補てんしています。

●収益的収支…サービスの提供で発生する利用料等の収益と、サービスを提供する
　　　　　　　ための費用の差引額。
●資本的収支…サービスの提供に必要な設備の拡充など資産の取得に必要な支出と、　　
　　　　　　　資産の取得に要する企業債などの収入の差引額。



◇
職
員
の
任
免
お
よ
び
職
員
数

①
職
員
採
用
試
験
の
実
施
状
況

■
第
１
回
採
用
試
験

・
１
次
試
験　
令
和
元
年
９
月
22
日（
日
）

・
２
次
試
験　
令
和
元
年
10
月
23
日（
水
）

・
採
用
内
定　
令
和
元
年
10
月
24
日（
木
）

■
第
２
回
採
用
試
験

・
１
次
試
験　
令
和
元
年
11
月
28
日（
木
）

・
２
次
試
験　
令
和
元
年
12
月
18
日（
水
）

・
採
用
内
定　
令
和
元
年
12
月
19
日（
木
）

②
職
員
別
採
用
者
数

・
一
般
行
政
職
…
…
５
人

③
事
由
別
退
職
者
数

・
自
己
都
合
退
職
…
０
人

・
定
年
退
職
…
…
…
０
人

④
級
別
職
員
数（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）

◇
職
員
の
人
事
評
価
の
状
況

　
地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
評
価（
能

力
評
価
お
よ
び
業
績
評
価
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

◇
職
員
の
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
状
況

・
職
員
の
懲
戒
処
分
…
１
件（
職
務
怠
慢
）

◇
職
員
の
服
務
の
状
況

･
職
務
専
念
義
務
免
除
…
…
…
71
人

･
営
利
企
業
等
の
従
事
許
可
…
14
人

※
職
務
専
念
義
務
免
除
に
は
、
職
員
の
健
康

診
査
受
診
を
含
み
、
営
利
企
業
等
の
従
事
許

可
に
は
、
消
防
団
員
を
含
み
ま
す
。

◇
職
員
の
給
与
の
状
況

◇
職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

①
勤
務
時
間
お
よ
び
休
憩
時
間
の
状
況

・
勤
務
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
（
休
憩
時
間
を
除
く
）

・
休
憩
時
間　
12
時
〜
13
時

②
休
暇
制
度

◇
職
員
の
休
業
に
関
す
る
状
況

①
事
由
別
休
業
等
件
数

・
育
児
休
業
…
…
…
…
３
件

・
育
児
短
時
間
勤
務
…
１
件

②
育
児
休
業
等
の
制
度
概
要

・
育
児
休
業
…
当
該
職
員
の
３
歳
に
満
た
な

い
子
を
養
育
す
る
た
め
、
当
該
子
が
３
歳
に

達
す
る
日
ま
で
、
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
。

・
部
分
休
業
…
当
該
職
員
が
そ
の
３
歳
に
満

た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
１
日
の
勤
務
時

間
の
一
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
、
正
規
の
勤
務
時
間
の
始
め
ま

た
は
終
わ
り
に
お
い
て
、
１
日
を
通
じ
２
時

間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
さ
れ
る
時

間
。

・
育
児
短
時
間
勤
務
…
当
該
職
員
が
そ
の
小

学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養

育
す
る
た
め
、
常
勤
職
員
の
ま
ま
、
通
常
の

勤
務
時
間
よ
り
短
い
時
間
を
割
り
振
ら
れ
て

勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。

◇
職
員
の
福
祉
及
び
利
益
の
保
護
の
状
況

①
職
員
の
保
健
に
関
す
る
事
項

■
健
康
診
断
受
診
状
況

・
総
合
検
診（
30
〜
39
歳〔
隔
年
〕・
40
歳
以
上

〔
毎
年
〕
職
員
）

50
人
中
47
人
受
診　
受
診
率
94
．
０
％

・
職
場
検
診（
29
歳
以
下・
30
〜
39
歳〔
隔
年
〕

職
員
、
非
常
勤
職
員
、
臨
時
職
員
）

57
人
中
57
人
受
診　
受
診
率
１
０
０
％

（
外
、
会
計
年
度
任
用
職
員
25
人
、
再
任
用

職
員
２
人
）

②
職
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
項

　
職
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
で
、
町
行
政
の

確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
職
員
互
助

会（
親
和
会
）
が
組
織
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

福
利
厚
生
事
業
と
し
て
、
職
員
の
研
修
、
各

種
団
体
活
動
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
部
に
町
か
ら
の
補
助

金
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
会
員
数
に
は
一
部
事
務
組
合
職
員
等
も
含

み
ま
す
。

令
和
２
年
度
愛
別
町
人
事
行
政
運
営
状
況
に
つ
い
て

号俸 一般
行政職

技能
労務職 合計

１級 １４人 ー １４人

２級 ４人 ー ４人

３級 １５人 ー １５人

４級 １０人 ー １０人

５級 １１人 ー １１人

６級 ４人 ー ４人

合計 ５８人 ー ５８人

区　分 支給
対象者数 決算額

普通会計における
職員給与費 ６５人 ３億３６５７万３千円

昇給期間
の短縮 該当なし ー

調整手当 該当なし ー

特殊
勤務手当 該当なし ー

時間外
勤務手当 ４２人 ５８１万４千円

区　分 内　容
年次有給休暇 ２０日間 /年

病気休暇 負傷または疾病のため療養する必要があり、勤
務しないことがやむを得ないと認められる場合

特別休暇
選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故等
その他の特別な事由により勤務しないことが相
当であると認められる場合

組合休暇 登録された職員団体の業務に従事する場合

介護休暇

配偶者、父母、子、配偶者の父母その他の者で負傷、
疾病または老齢により日常生活を営むのに支障があ
る者の介護をするため、勤務しないことが相当であ
ると認められる場合



区　分 期　間 場　所 人　数
新規採用職員研修 5/20 ～ 5/21 愛別町役場町民サロン ５人

税務事務（基礎）≪市町村民税課税≫ 7/6 ～ 7/7 第二水産ビル（札幌市） １人

人事評価者訓練研修 8/6 ～ 8/7 道庁別館（札幌市） ２人

上川管内町村職員基礎研修会 8/26 ～ 8/28 市民文化会館（旭川市） ５人

税務事務（応用）≪徴収≫ 9/10 ～ 9/11 道庁別館（札幌市） １人

上川管内町村職員初級研修会 9/23 ～ 9/25 市民文化会館（旭川市） ４人

クレーム対応研修 9/24 ～ 9/25 道庁別館（札幌市） １人

愛別町人事評価研修（評価者研修） 9/25 愛別町総合センター ２７人

面接試験技法研修会 9/29 アートホテル旭川（旭川市） ４人

管理能力研修 9/30 ～ 10/1、
10/22～10/23 道庁別館（札幌市） ２人

組織のタイムマネジメント研修 10/6 ～ 10/7 道庁別館（札幌市） １人

指導能力研修 10/6 ～ 10/7 道庁別館（札幌市） １人

法務研修会（基礎編） 10/8 ～ 10/9 東神楽町役場 １人

法務実務入門研修 10/14 上川合同庁舎（旭川市） １人

自治体新任管理者基礎研修 10/15 ～ 10/16 道庁別館（札幌市） １人

上川管内町村職員中級研修会 10/19 ～ 10/21 国立大雪青少年交流の家
（美瑛町） ２人

リスクマネジメント研修 10/26 ～ 10/27 道庁別館（札幌市） １人

上川管内町村職員悉皆研修事後研究会 1/25 ホテルクレッセント旭川
（旭川市） １人

個人のタイムマネジメント研修（オンライン研修） 3/5 愛別町役場町民サロン １人

日本電信電話ユーザー協会
2年目社員研修（オンライン研修 ) 3/12 愛別町役場町民サロン ２人

新規採用職員基礎・
初級職員研修講師養成講座 3/25 ～ 3/26 ホテルポールスター札幌

（札幌市） ２人

eラーニング研修（個人情報保護一般） 7/28 ～ 12/25 愛別町役場 ５人

ｅラーニング研修
（マイナンバー制度一般） 8/18 ～ 12/25 愛別町役場 ６人

ｅラーニング研修
（マイナンバー利用事務・関係事務） 8/18 ～ 12/25 愛別町役場 ４人

■
親
和
会

・
公
費
補
助
等
総
額
…
38
万
円

・
会
員
数
…
…
…
…
…
１
１
４
人

・
一
人
あ
た
り
の

　
公
費
負
担
額
…
…
…
３
，
３
３
３
円

③
公
務
災
害
お
よ
び
通
勤
災
害
の
認
定
件
数　

　
…
０
件

◇
職
員
の
研
修
お
よ
び
勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

①
職
員
研
修
の
実
績

　
下
図
の
と
お
り
。

②
勤
務
成
績
の
評
定

　
人
事
評
価（
能
力
評
価
お
よ
び
業
績
評
価
）
と

あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
職
員
の
退
職
管
理
の
状
況

　
地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
課
長
級
の
職
に

あ
っ
た
職
員
の
退
職
後
の
再
就
職
状
況
に
つ
い

て
、
適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
事
項

　
特
に
な
し
。

▼職員研修の実績



第1１号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

藏前隊員 谷合隊員

　愛別町の皆様こんにちは。
地域おこし協力隊の蔵前です。
暑かった夏が終わり寒い季節にな
りましたが体調の方は変わりあり
ませんか？ 
　特産振興業務ではビーツの受入
が始まり沢山のビーツの仕分けを
行いました。今年は蒸かしビーツ
と野菜の販売をインターネットで
販売できるようになりました。も
しよろしければ販売サイトをのぞ
いていただければと思います。
　愛山地区は緊急事態宣言で行う
ことのできなかった買い物ツアー
を再開しようと思っています。
　まだまだ我慢の時間が続くと思
いますが頑張りましょう。

　今月の表紙、『少年野球あいべ
つ大会』。監督や主催者と挨拶を
交わし、少し肌寒さを感じながら、
カメラをセッティング。設定は、
Ｍモード、ＩＳＯ４００、シャッ
タースピード１／２０００、Ｆ
８．０、高速連写とした。晴れ渡
る秋空の下、子どもたちが頑張る
姿をどう撮ったら写りが良いか
な・・・？と考えて、いくつかの
場所を選定した。1塁側は午前中
ということもあり見事に逆光で、
ストロボを使うわけにはいかない
ので却下。バックネット裏と３塁
側で撮影を行った。表紙の写真は
いかがだろうか？タイトルを付け
るとすれば『一球入魂』だろう。

　こんにちは、地域おこし協力隊
の谷合です。もうすぐ、雪が降り
ますね。今は紅葉がとても綺麗で
すが、この色とりどりの景色が全
部、白に染まっていくのは悲しい
です。それでも心を燃やしてがん
ばりたいと思います。
　さて、先月もさまざまな場所へ
取材に伺いました。愛別小学校
120 周年・統合 10 周年記念動画
の作成や取材。学芸会の撮影、びっ
蔵市の取材など、町民の方や子ど
もたちの熱意を近くで感じました。
これらの取材した映像や写真は、
町のユーチューブや、フェイスブッ
クやポテトの「あいべつトピック
ス」などでご覧いただけます！

びっ蔵市で出品されたビーツ びっ蔵市の様子

少年野球あいべつ大会 愛別小学校学芸祭の様子 ビーツの販売サイト



■問い合わせ先
　保健福祉課保健推進係　☎６-５１１１（内線１４３）

今月の担当
石川保健師

　生活習慣病の代表的な疾患の一つに糖尿病があります。日本には、糖尿病が強
く疑われる人が約１，０００万人、糖尿病になる可能性がある「予備群」となる人が
約１，０００万人、合わせて約２，０００万人の糖尿病のリスクを抱えている人がいます。
１１月１４日は、「世界糖尿病デー」です。糖尿病についてチェックし、発症や進行
を防いでいきましょう。

★検査値では、血糖値とHbA1c をチェック！
・糖尿病を疑う基準：　空腹時血糖 126㎎ /dl 以上、随時血糖は 200㎎ /dl 以上、
・HbA1c：　6.5％以上
（※HbA1c は 1～ 2ヵ月前の平均血糖値を反映したものです）

〇1型糖尿病は・・・生活習慣とは関係なく、膵臓からインスリン（血糖値を下げるホルモン）を分泌す
　　　　　　　　　 る細胞が壊れされてしまうことで発症となる型です。
◯２型糖尿病は・・・食事や運動の生活習慣から発症していく型です。

　長い間、血管内に糖があると血管を傷つけてしまいます。糖尿病の発症から、やがて合併症の発症に
つながってしまいます。（神経障害、網膜症、腎症）

なぜ良くない？
・食べ過ぎると、
糖（炭水化物）をたくさんとっただけインスリ
ンも大量に使われてしまう
（一生で使える量は決まっているのに…）
・運動不足は、
エネルギーを使わないのでそのまま体に蓄えて
しまう→　脂肪に（肥満）
肥満はインスリンが
効きにくい体に…。
→インスリンがガンガン出てしまう。

食事のポイント
・炭水化物（ご飯、麺、パン、芋など）の重ね食
べはしない
・野菜のおかずから先に食べる（糖の吸収を緩や
かにしてくれる）
・アルコールも炭水化物なので飲みすぎない！
・お菓子は少量にして夕方までに食べる
おすすめの運動
・有酸素運動（ウォーキング、ジョギング、水泳
など）
・筋力トレーニング（ダンベル、スクワットなど）

糖尿病の型とは？

高血糖状態は何が悪いの？

生活習慣の改善を！



　

10
月
15
日
、
愛
別
消
防
署
で
は
、
秋
の

全
道
火
災
予
防
運
動
期
間
に
あ
わ
せ
て
、

消
防
車
両
で
愛
別
町
内
を
回
る
火
災
予
防

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
は
、
暖
房
機

器
の
使
用
等
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
の
発

生
と
死
傷
者
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
秋
の
全
道
火
災
予
防
運
動

期
間
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
に
あ
わ
せ
て
町
内
の

事
業
所
を
訪
問
し
、
防
火
標
語
の
入
っ
た

色
紙
や
防
火
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

火
災
予
防
に
関
す
る
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

秋
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
を
実
施

　

10
月
６
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
と
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
主
体
と

な
り
、
感
染
症
予
防
対
策
を
徹
底
し
た
う

え
で
本
町
通
り
の
商
店
や
事
業
所
を
訪
問

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は「
防
火
」
と
書

か
れ
た
は
っ
ぴ
に
身
を
包
み
、
チ
ラ
シ
を

配
り
な
が
ら「
火
事
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
」
と
元
気
に
呼
び
掛
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
署
前
で
は
金
子
副
町
長
に
、

「
僕
た
ち
、
私
た
ち
は
、
火
遊
び
を
絶
対
に

し
ま
せ
ん
。
避
難
訓
練
の
時
に
は
、
お（
押

さ
な
い
）
は（
走
ら
な
い
）
し（
し
ゃ
べ
ら

な
い
）
を
守
り
ま
す
。」
と
、
全
員
で
防
火

の
誓
い
を
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　
寒
い
季
節
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

暖
房
器
具
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
や
誤
っ
た
使
用
方
法
か
ら
火
災
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
暖
房
器
具
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
衣
類
な
ど
の
可
燃
物
の
近
く
で
使
用
し

な
い 

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
な
ど
を
干
す

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ー
テ
ン
や
衣
類
、
布
団
、
ふ
す
ま
な

ど
の
そ
ば
で
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
暖
房
器
具
の
そ
ば

に
置
か
な
い

　
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
暖
房
器
具
の
そ
ば

に
置
い
て
い
る
と
、
放
射
熱
で
加
熱
さ
れ
、

缶
の
内
圧
が
上
昇
し
て
破
裂
し
、
漏
れ
た

ガ
ス
に
引
火
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
寝
る
時
や
外
出
時
に
は
必
ず
火
を
消
す

・
布
団
な
ど
が
接
触
し
て
火
災
と
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
の
で
、
寝
る
時
や
外
出
す
る

と
き
は
暖
房
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
長
時

間
使
用
し
な
い
と
き
、
誤
っ
て
ス
イ
ッ
チ

が
入
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
コ
ン
セ
ン
ト

を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

●
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
口
金
は
確
実

に
締
ま
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
セ
ッ

ト
す
る

・
給
油
時
は
必
ず
消
火
し
、
火
が
消
え
た

こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
給
油
し
ま
し
ょ
う
。

・
給
油
後
は
、
火
気
の
な
い
と
こ
ろ
で
一

度
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
を
ひ
っ
く
り
返

し
灯
油
が
漏
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か

ら
セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防

で
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
常
備
し
て
い

る
ご
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
火
気
に
近
づ
け
る

と
引
火
し
や
す
く
、
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル

か
ら
発
生
す
る
可
燃
性
蒸
気
は
空
気
よ
り

重
く
、
低
い
と
こ
ろ
に
た
ま
り
や
す
い
性

質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
の
近
く

で
使
用
し
た
り
、
詰
替
え
た
り
し
な
い
よ

う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
消
毒
用

ア
ル
コ
ー
ル
の
付
い
た
手
指
を
ス
ト
ー
ブ

に
か
ざ
す
こ
と
で
ア
ル
コ
ー
ル
に
引
火
し
、

火
傷
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

本
町
通
り
で
火
災
予
防
の
呼
び
掛
け

　
　
暖
房
器
具
の

　
　
　
　
　
　
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！



　

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
、
初
霜
や
初
氷

な
ど
季
節
の
便
り
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
の
到
来
を
迎
え
ま

す
。
旭
川
で
の「
初
雪
」
の
平
年
値
は
10
月

17
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
面
が

雪
に
白
く
覆
わ
れ
る
状
態
と
な
る「
積
雪
」

は
11
月
4
日
、
降
っ
た
雪
が
融
け
ず
に
積

雪
状
態
が
継
続
す
る「
長
期
積
雪
」（
根
雪
）

は
11
月
23
日
が
平
年
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
平
成
28
年
は
冬
の
訪
れ
が
早
く
、

旭
川
で
の
初
雪
は
10
月
20
日
と
ほ
ぼ
平
年

並
み
で
し
た
が
、「
長
期
積
雪
」
は
10
月
29

日
と
平
年
よ
り
1
ヶ
月
弱
早
く
な
り
、
11

月
上
旬
に
は
30
セ
ン
チ
を
超
え
る
積
雪
状

態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
年
に
よ
っ

て
は
、
急
に
積
雪
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
峠
や
山
間
部
で
は
平
地
よ
り
も

気
温
が
低
い
た
め
、
雨
が
降
る
と
路
面
が

凍
っ
て
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
平
地
に

比
べ
て
初
雪
や
積
雪
状
態
と
な
る
こ
と
が

早
く
、
車
で
峠
を
通
行
す
る
方・
山
間
部
に

お
住
ま
い
の
方
は
、
雨
や
雪
な
ど
の
天
気

予
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
気
象
台
で
は
、「
雪
に
関
す
る
気
象
情
報
」

を
発
表
し
て
、
積
雪
や
路
面
の
凍
結
に
よ

る
交
通
障
害
に
つ
い
て
注
意
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
な
お
、
各
地
で
の
積
雪・
降
雪

の
状
況
は
、
気
象
庁
Ｈ
Ｐ「
解
析
積
雪
深
」、

「
解
析
降
雪
量
」
の
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
旭
川
地
方
気
象
台

　
☎
０
１
６
６
‐
３
２
‐
７
１
０
２

防
災
一
口
メ
モ 「
冬
に
備
え
る
」

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

▽
受
験
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
男
子
で
中
卒（
見
込

み
含
む
）
17
歳
未
満
の
者

▽
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　
11
月
１
日（
月
）

　
　
　
　
　
〜
令
和
４
年
１
月
14
日（
金
）

▽
試
験
期
日（
第
一
次
試
験
）　　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
令
和
４
年
１
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

▽
試
験
会
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

　
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　
（
旭
川
市
春
光
町
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
北
地
区
隊

　
☎
０
１
６
６
‐
51
‐
５
６
１
７

　
総
務
企
画
課
総
務
係

　
☎
６
‐
５
１
１
１（
内
線
２
１
４
）

　
旭
川
交
通
安
全
大
使
、
あ
い
ち
ゃ
ん
マ

ン
で
す
。

　
車
に
乗
っ
た
ら
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
全

席
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
も
し
後
部
座
席
の
方
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
し
な
い
で
衝
突
す
る
と
、
前
の
座
席

の
人
と
衝
突
し
た
り
、
窓
ガ
ラ
ス
か
ら
外

へ
放
り
出
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
命
を
守
り
ま
す
。
出

発
前
に
、
全
席
忘
れ
ず
に
着
用
を
。

　
　
交
通
安
全
大
使

　
　
　
あ
い
ち
ゃ
ん
マ
ン
か
ら
の
お
願
い

ド
ラ
イ
バ
ー　
　
　

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

　
10
月
13
日
、
愛
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

ホ
ク
レ
ン
ス
タ
ン
ド
に
て
ド
ラ
イ
バ
ー
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
あ
い
ち
ゃ
ん
マ
ン
も
登
場
し
、
交

通
安
全
の
冊
子
と
愛
別
産
ま
い
た
け
を
手
渡

し
て
、
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。



愛別町がんばる会社応援交付金及び
愛別町産業後継者就業等支援給付金制度のご案内

愛別町がんばる会社応援交付金

愛別町産業後継者就業等支援給付金制度

▽対象となる事業所
　交付基準日１０月１日とし、前年の３月３１日時点の
常時雇用者数または前年度決算時点の常時雇用者数か
ら、新規学卒者、Ｕターン者、Ｉターン者を新規雇用
することにより雇用者数の増加のあった事業所で次の
事項のいずれにも該当する事業所。
①新たに常時雇用された者が、雇用された日または交
付基準日までに町内に居住していること。
②雇用保険法の規定による適用事業を行うことについ
て、公共職業安定所に届出を行っていること。
③町税を滞納していないこと。
※他の団体等から、同様の趣旨の交付金や補助金を受
けている場合は対象となりません。

▽対象雇用者
●新規学卒者・・・中学校以上の学校を卒業した町民（義
務教育以外は中退者を含む）で、引き続き町内に住所
を有する５０歳未満の者。
●Ｕターン者・・・過去町内に住所を有していて町外に
転出した者で、町外で就職または就学した後に当町に
再転入した５０歳未満の者。
●Ｉターン者・・・過去町内に住所を有したことがない
者で、当町に転入した５０歳未満の者。
▽交付額
　１名につき年３０万円。
▽交付期間
　年１回の交付を２年間実施する。

▽対象者
　産業の後継者（町内で新たに起業する者も含む）で
新規学卒者、Uターン者、Iターン者で共通事項のすべ
てに該当する者。
●新規学卒者・・・中学校以上の学校を卒業した町民（義
務教育以外は中退者を含む）で、引き続き町内に住所
を有する４５歳未満の者。
●Uターン者・・・過去町内に住所を有していて町外に
転出した者で、町外で就職または就学した後に当町に
再転入した４５歳未満の者。
● Iターン者・・・過去町内に住所を有したことがない
者で、当町に転入した４５歳未満の者。

▽交付要件
・共通事項
①後継者として就業した日または町内事業所に常時雇
用者として雇用された日に、現に在住または支給基準
日までに町内に転入していること。
②町税を滞納していないこと。（本人および事業主を
含む）
※この他、給付金の種類によって要件が異なりますの
で、詳しくは産業振興課農業振興係までお問い合わせ
ください。

種類 内容 給付額 給付時期 支給基準日
後継者定着給付金 新たに家業を継ぐ者として就業した場

合、継続して就業するための定着助成
として最大２年間（４回）の給付を行
う。

１回
１５万円

・前年１２月～５月までの就
業は６月に助成開始
・６月～１１月までの就業は
１２月に助成開始

・６月１日
・１２月１日

後継者祝い金 家業を継ぐ者として就業する者が結婚
した場合、結婚祝い金を給付する。

１回
８万円

随時 入籍の日または祝賀会
を行う場合はその日以
降１カ月以内

後継者定住促進
給付金

家業を継ぐ者として町内での定住を図
る者の住宅等の家賃に対し、最大２年
間（４回）の助成を行う。

年２回
（６ヵ月分）
家賃の 1/2相当額
（上限１万円）

後継者定着給付金とあわせ
て給付する。

後継者定着給付金と同
様とする

就職支援給付金 新規学卒者及び Uターン者、Iターン
者が、町内事業所に就職した者の要件
①に該当する事業所に新たに就職した
際に、最大２年間（２回）給付する。

年１回
６万円

毎年１０月 １０月１日

■問い合わせ先
　産業振興課農業振興係　☎６‐５１１１（内線２２４）



　

生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
「
生
活
・
仕
事
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。「
生
活
に
困
っ
て
い
る
の
で
相
談

に
の
っ
て
ほ
し
い
」「
働
き
た
い
け
ど
就
職

先
が
見
つ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
生
活
や
仕

事
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　
11
月
25
日
（
木
）

　
①
13
時
〜
13
時
50
分

　
②
14
時
〜
14
時
50
分

▽
場
所

　
総
合
セ
ン
タ
ー

▽
申
し
込
み
期
限

　
11
月
24
日
（
水
）
15
時
ま
で

※
鷹
栖
町
・
比
布
町
・
当
麻
町
・
上
川
町

で
も
相
談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
お

好
き
な
会
場
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
日
時
・
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

業
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
立
相
談
支
援
事
業
所　

　
か
み
か
わ
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
６
６
‐
３
８
‐
８
８
０
０

　
（
メ
ー
ル
）anshin@

kam
ikaw

a19.
hokkaido.jp

生
活
・
仕
事
相
談
会
を
行
い
ま
す

予約制
相談無料

　人権擁護委員は、暮らしのなかで起こる様々
な人権問題についての相談を受け、問題解決の
一助となることや、基本的人権について関心を
もっていただくよう啓発活動を行うなど、法務
局と連携して活動を行っています。
　このたび、三島章さん（再任）が、１０月１日
付けで法務大臣から人権擁護委員として委嘱さ
れました。なお、委嘱期間は令和３年１０月１
日から令和６年９月３０日までの３年間です。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知
的
障

が
い
、
精
神
障
が
い
等
の
た
め
に
判
断
能

力
が
十
分
で
は
な
い
方
が
、
契
約
を
し
た

り
財
産
管
理
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
、
本
人
に
不
利
益
が
生
じ
な
い

よ
う
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
本
人
が
安

心
し
て
生
活
す
る
権
利
」
を
ま
も
る
制
度

で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
の
基
礎
的
な
知
識
に
つ

い
て
、
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
19
日（
金
）

            

14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場　
旭
川
勤
労
者
福
祉
会
館

２
階
大
会
議
室（
旭
川
市
６
条
通
４
丁
目
）

▽
参
加
対
象　
成
年
後
見
制
度
に
関
心
の

あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

▽
参
加
費　
無
料（
定
員
80
人
）

▽
内
容　
①
講
演「
知
っ
て
お
き
た
い
終
活

の
は
な
し
〜
相
続
と
遺
言・
任
意
後
見
〜
」

　
②
説
明「
法
テ
ラ
ス
の
使
い
方
」

▽
参
加
申
込　
11
月
15
日（
月
）
ま
で
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
旭
川
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
６
６
‐
２
３
‐
１
０
０
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ：
０
１
６
６
‐
２
３
‐
１
１
１
８

　

メ
ー
ル
：kouken@

asahikaw
a-

shakyo.or.jp

成
年
後
見
制
度
普
及
啓
発
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　ほっとできる「居場所」がどこにもない…
そんな子ども・若者が増えています。
未来を担う子ども・若者たちのために、何が
できるか考え、行動に移してみませんか？

「どこにも居場所が無い」とする
子ども・若者の割合

１１月は「子供・若者育成
支援推進強調月間」です。



　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国
の
年
金
事

務
所
、
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
予

約
制
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
老
齢
年
金
の
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン

ド
請
求
書（
緑
色
の
封
筒
）
が
届
い
た
方
を

対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談

予
約
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▽
受
付
時
間　
８
時
〜
23
時
30
分

▽
対
象
と
な
る
相
談

　

老
齢
年
金
の
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
請
求

の
み

▽
予
約
で
き
る
相
談
日

　

予
約
申
込
日
の
翌
々
営
業
日
か
ら
３
か

月
先
の
月
の
末
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　
旭
川
年
金
事
務
所

　
☎
０
１
６
６
‐
２
７
‐
１
６
１
１　

　
自
動
音
声
案
内
後「
２
」
↓「
２
」

　
予
約
サ
イ
ト

　

https://w
w
w
.yoyaku.nenkin.go.jp/

soyo/RA01/W
_RA0101SCR

※「
日
本
年
金
機
構　
予
約
相
談
」
で
お
調

べ
い
た
だ
い
て
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　
農
作
業
の
効
率
化
や
集
団
化
を
図
る
た

め
、
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
と
し

て
、
約
１
，
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

の
大
区
画
化
や
透
排
水
性
、
用
排
水
施
設

等
の
改
善
を
令
和
12
年
度
ま
で
の
予
定
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
工
事
は
、
伏
古
地
区
・
中
央

地
区
の
約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
整
備

工
事
が
施
工
さ
れ
て
お
り
、
夏
場
の
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
完
了
に
向
け
た
最
終
作
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
期
間
も
愛
別
・
中
央
地
区
に

お
い
て
は
、
幹
線
・
支
線
用
水
路
等
の
工

事
が
施
工
さ
れ
ま
す
。

　
愛
別
川
流
域（
厚
生・
伏
古・
協
和
地
区
）

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
で
全
て
の
面
整
備

工
事
が
終
了
し
ま
す
の
で
、
整
備
し
た
農

地
な
ど
の
面
積
・
境
界
設
定
の
た
め
の
確

定
測
量
業
務
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
た
め
、
町
内
で
の
大
型
車

両
等
の
交
通
量
も
増
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

工
事
現
場
付
近
で
は
、
工
事
関
係
車
両
の

出
入
り
や
交
通
規
制
、
工
事
に
伴
う
騒
音

等
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

                　
　
　

  

年
金
相
談
予
約
の
ご
案
内

天
候
も
後
押
し

　
　
「
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
」
す
す
む

　皆様が納める税金は、私たちの暮らしを支える
様々な費用に使われています。税金は、納期限まで
に納めましょう。
　なお、口座振替により納付されている方は、１１月
３０日（火）にご指定の口座から振替をいたします
ので、事前に残高の確認をお願いいたします。

●町税の納付には口座振替が大変便利です
　口座振替制度は、あなたの指定した金融機関の預
貯金口座から、納期限日に自動引き落としにより納
税することができる制度です。手数料も不要で、納
期のたびに納税に出向く必要や、納め忘れ等の心配
がなく、安全・便利・確実な制度です。ぜひ口座振
替制度をご利用ください。
　手続きは、旭川信用金庫愛別支店、上川中央農業
協同組合本所または愛別郵便局で行えます。
■問い合わせ先
　税務住民課税務係　☎６‐５１１１（内線１１７・１１８）

町道民税および固定資産税第３期、
国民健康保険税第５期分の

納期限は１１月３０日（火）です。



　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と

協
力
し
て
、毎
年
11
月
を「
ね
ん
き
ん
月
間
」

と
位
置
づ
け
、
国
民
の
皆
様
に
公
的
年
金

制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
を
踏
ま

え
、
感
染
拡
大
防
止
対
策（「
３
密
」
を
避

け
る
、
非
対
面
の
形
式
で
行
う
等
）
を
徹

底
し
た
う
え
で
行
い
ま
す
。

《
主
な
活
動
予
定
》

・
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に「
ね

ん
き
ん
月
間
ペ
ー
ジ
」
を
設
置

・
公
的
年
金
制
度
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て「
わ
た
し
と
年
金
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

エ
ッ
セ
イ
の
受
賞
作
品
の
公
表（
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

・
大
学・
高
校
な
ど
の
教
育
機
関
や
事
業
所

等
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る「
年
金
セ
ミ

ナ
ー
」や「
年
金
制
度
説
明
会
」の
開
催（
要

請
が
あ
り
、
か
つ
十
分
な
感
染
拡
大
防
止

対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

場
合
の
み
、
対
面
式
で
開
催
）

・
年
金
委
員
功
労
者
表
彰
式
の
開
催（
関
係

者
の
み
）

※
年
金
委
員
と
は
、
年
金
の
制
度
や
手
続

き
に
つ
い
て
、会
社
や
地
域
で
周
知・啓
発
、

相
談
、
助
言
な
ど
の
活
動
を
行
う
民
間
協

力
員
で
す
。年
金
委
員
は
、活
動
に
よ
り「
職

域
型
」
と「
地
域
型
」
の
２
つ
に
区
分
さ
れ

ま
す
。

・
職
域
型
…
主
に
厚
生
年
金
保
険
適
用
事

業
所
内
で
活
動
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

・
地
域
型
…
自
治
会
な
ど
の
地
域
に
お
い

て
活
動
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
30
日
は
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
や
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
、

後
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い

た
だ
く「
年
金
の
日
」
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
年
金
記
録
の
確
認
や

年
金
見
込
額
を
試
算
で
き
る「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」の
ご
利
用
登
録
は
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
可
能

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
ー
５
５
５

　
日
本
年
金
機
構
Ｈ
Ｐ

　

https://w
w
w
.nenkin.go.ne.jp/

　

n_net/
　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す（
そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付

し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
）。
社
会
保
険

料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」（
ま

た
は
領
収
書
）
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
大

事
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
は
次
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
対
象
者
に
発
送

し
ま
す
。

①
令
和
３
年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に

か
け
て
順
次
発
送

　
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方

②
令
和
４
年
２
月
上
旬

　
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方（
①
の
対
象
者
は
除
き
ま
す
）

　

な
お
、
ご
家
族（
配
偶
者
や
お
子
様
）

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご
自
身
の
国
民
年

金
保
険
料
に
加
え
、
そ
の
保
険
料
に
つ
い

て
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上
と
て
も
有

利
な
だ
け
で
は
な
く
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん

不
慮
の
事
故
な
ど
、
万
一
の
時
に
も
心
強

い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽
受
付
時
間

　
月
〜
金
曜
日：
８
時
30
分
〜
19
時

　
第
２
土
曜
日：
９
時
30
分
〜
16
時

※
祝
日（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
12
月
29

日
〜
１
月
３
日
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す
！

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　
控
除
証
明
書
を
発
送
し
ま
す



　９月１５日の「老人の日」を記念する事業の一環
として、この度、愛別町内で１００歳を迎えられた
藤原みつ子さん（協和）、阿部定子さん（中央）、沼
田英夫さん（南町）に対し、内閣総理大臣からの
祝状と記念品の銀杯が贈られました。
　藤原さんには９月２４日に矢部町長より、阿部
さん、沼田さんには９月1６日に特別養護老人ホー
ムいこいの里「あい」施設長より、それぞれ手渡
され１００歳のご長寿を祝いました。これからもま
すますお元気でお過ごしください。

　１０月９日、蔵ＫＵＲＡＲＡらにて、「びっ蔵市」
が開催されました。美味しいテイクアウトグルメ
や掘り出し物の販売、抽選会など、催し物が盛り
だくさんで、来場した多くの方の、活気あふれる
声が響いていました！

　９月２９日、農村公園内のベンチ補修塗装作業
にご奉仕された、旭川市のタカハタ建設株式会
社 代表取締役社長 谷地元憲次様へ、感謝状を
授与いたしました。
　この度のご奉仕により、農村公園の環境整備
に大きく貢献いただきました。心より感謝申し
上げます。



　

11
月
３
日（
文
化
の
日
）
に
、
令
和
３
年
度

愛
別
町
表
彰
式
・
愛
別
町
教
育
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
、
４
名
の
方
と
１
団

体
が
受
賞
者
に
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

愛
別
町
表
彰

　

功
績
賞

　

金
谷　

信
夫　

様

　

平
成
元
年
12
月
か
ら
平
成
16
年
11
月
ま
で

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
平
成
２
年
５

月
か
ら
平
成
６
年
５
月
ま
で
社
会
福
祉
協
議

会
理
事
、
平
成
６
年
５
月
か
ら
平
成
20
年
５

月
ま
で
同
じ
く
監
事
、
平
成
20
年
５
月
か
ら

平
成
22
年
５
月
ま
で
同
じ
く
副
会
長
、
平
成

22
年
５
月
か
ら
令
和
３
年
６
月
ま
で
同
じ
く

会
長
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
平
成
14
年
３
月

か
ら
現
在
ま
で
愛
別
福
祉
会
の
監
事
と
し
て
、

愛
別
町
の
地
域
福
祉
の
増
進
、
社
会
福
祉
の

向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　

善
行
賞

　

前
澤　

友
作　

様

　
（
千
葉
県
在
住
・
株
式
会
社

　

ス
タ
ー
ト
ト
ゥ
デ
イ
代
表
取
締
役
社
長
）

　

愛
別
町
の
振
興
の
た
め
、
５
０
０
万
円
の

寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

愛
別
町
教
育
表
彰

　

教
育
奨
励
賞

　

矢
野　

正
実　

様

　

平
成
23
年
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
公
民

館
中
央
分
館
主
事
と
し
て
、
文
化
活
動
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
事
業
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
奨
励
賞

　

阿
木　

潔　

様

　

平
成
16
年
か
ら
現
在
ま
で
公
民
館
中
央
分

館
体
育
部
長
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
事
業

を
通
し
て
、
世
代
間
交
流
を
は
じ
め
と
し
た

地
域
の
活
性
化
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
奨
励
賞

　

登
美
雪
会
愛
別
教
室　

様

　

平
成
15
年
３
月
に
設
立
さ
れ
、
文
化
祭
を

は
じ
め
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
や
、

福
祉
施
設
の
慰
問
等
、
文
化
活
動
を
通
し
て

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。



～比べないのは当たり前、みんなで上がろう愛の地域（ぶたい）～

第９５号「宿泊研修を終えて」
　１０月５日から７日までの２泊３日で、１学年宿泊研修が行われました。
　初日は、柳月や明治の企業見学を行い、一生懸命メモを取りながら実
際に企業で働く人を見て、働くことの意味や必要な力について学びまし
た。２日目の自主研修では、事前に決めた行程で帯広市内の観光名所を
友達と協力しながら散策しました。最終日は、広瀬牧場で見学を行い、牧場についての説明を真剣に聞いた後、
グループで役割分担をしてジェラートアイス作りを体験しました。自分たちで作ったアイスは格別で、残さず
食べ大満足でした。様々な制約がある中での宿泊研修になりましたが、全員がルールやマナー、感染予防対策
をしっかりと行うことで、楽しく実りの多い宿泊研修になりました。最後になりますが、今回の宿泊研修では、
愛別町のスクールバスを全日程で利用させていただきました。ありがとうございました。（１学年主任：須藤正志）
「あいべつ校学校祭についてのお知らせ」
　１１月１９日（金）と２０日（土）に第６回学校祭を実施します。今年度も新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のため、一般公開は行いません。

障がいのある方を理解するために③

■相談窓口・問い合わせ先
・上川中部基幹相談支援センター　　当麻町３条東２丁目１１番１号（当麻町役場内）
☎：０１６６‐８４‐７１１１　FAX：０１６６‐８４‐７３３３　メール：kitayon@potato.ne.jp
・虐待防止センター専用電話　☎：０１６６‐８４‐７２２２（２４時間対応）

　知的障がいは、生活や学習面で現れる知的な働きや発達が同年齢の人の平均と比べてゆっくりしていることを
いい、外見からはわかりにくい障がいです。発語がなく身の回りの全面的な支援が必要な重度の人から、社会生
活を送れる軽度の人まで障がいの現れ方に様々な違いがあります。
　《気をつけること》
　・一度に多くのことを伝えられると混乱する場合があるので、具体的な表現を使い、わかりやすい言葉を選ん
で話しましょう。　　

●知的障がい

　発達障がいは、生まれつきの脳機能の障がいと考えられていて、理解や行動の面で生活しづらいことがありま
す。外見からは分かりにくく一人一人特徴の現れ方が違います。
　《気をつけること》
　・あいまいな表現は苦手なので、具体的な表現で伝えます。
　・図や文字で視覚的に説明すると、よりわかりやすいです。

●発達障がい

きたよん相談日を開設します
　共生型交流館「ぽんて」に相談窓口を次のとおり設置します。当日は、障がいに関するさまざまな相談に上川
中部基幹相談支援センターきたよんの職員が対応します。事前予約は不要ですのでお気軽にお立ち寄りください。

■問い合わせ先
　保健福祉課福祉係　☎６-５１１１（内線１４２）

▷日時　　１１月１５日（月）１３：３０～１５：３０
▷場所　　共生型交流館「ぽんて」（愛別町字本町１７０番地）

　精神障がいは、精神疾患のために日常生活や社会生活のしづらさを抱えています。適切な治療を受けることで
症状が安定し回復に向かいますが、症状が残ったり、再発したりすることもあります。
　《気をつけること》
　・不安の強い方や感覚が過敏な方もいますので、穏やかな対応やコミュニケーションを心がけます。

●精神障がい



以上の方々から愛別町社会福祉協議会に寄附がありました。

９月末現在・（）内前月比
男 １,２３１ （＋１）
女 １,３８８ （－２）
計 ２,６１９ （－１）
世帯数 １,３２８ （－４）

※「戸籍の窓」欄
への掲載の申し
込みは、各届出
時に税務住民課
戸籍年金係へお
申し出ください。

☆香典返しを廃して
　故　成瀨　　強　様の葬儀に際して　金　富３区　成瀬　英子　様
　故　町田　隆夫　様の葬儀に際して　南　町２区　町田　和枝　様
　故　清野　石藏　様の葬儀に際して　愛山町３区　清野　節子　様
　故　沼田　秀夫　様の葬儀に際して　愛　別２区　沼田　富子　様

　皆さんお元気でしょうか？年末が近づいています！信じられますか？壮大な秋の美しさをお楽しみいただけ
たら幸いです。
　もうすぐ冬ですが、息子は寒さに苦労していません。息子は 9月から保育園に入りました。息子が新しい環
境にうまく適応できるかわからなかったので、少し心配でした。私もまだ日本語が苦手なので、保育士とコミュ
ニケーションをとるのが不安でした。最初の数日はとても大変でした。夫と私は、翌日の保育園に必要なもの
を準備し、日本語で連絡帳を記入するなど新しい日課に順応しなければなりませんでした。日が経つにつれて、
習慣となり連絡帳を記入してくれる夫は、日本語の練習ができることに感謝しています。息子も保育園での時
間を楽しんでいるようです。先生方は皆さんとても親切です。私と有効なコミュニケーションをとるために力
を注いでくれたことに感謝します。日本語がほとんど話せない外国人の親と接することは簡単ではないので本
当に感謝しています。
　私が愛別に来た日から夫と息子が来た日まで、教育委員会からのご支援とサポートに心から感謝しています。
外国で家庭を持つのは不安で大変だと実感していますが、教育委員会のご支援と友人や日本での祖父母（押川さ
ん）に助けていただきながら、負担も軽くなり生活できています。

How are you all doing? We`re nearing the end of the year! Can you believe it? I 

hope you got to enjoy the magnifi cent beauty of autumn. 

I`m also immensely grateful to the Board of Education for all the help and support they`ve 

been providing me from the day I came to Aibetsu to the day my husband and my son came. Starting a family in a foreign 

country is scary and tough, but with the Board of Education`s support along with the help of our friends and Japanese 

grandparents (the Oshikawa`s), everything has become easier and less stressful.

The winter season is here but my son doesn`t seem to be bothered by the cold. He 

entered daycare back in September. I was a little worried at fi rst because I wasn`t 

sure if he could adjust well to his new environment. My Japanese is also still very poor so 

I was anxious about communicating with the daycare teachers. The fi rst few days were 

quite challenging. My husband and I had to adjust to a new routine that includes preparing 

the things our baby needs for school the next day and filling out a “communication 

notebook” that should all be written in Japanese. As the days went by, things became 

easier and my husband, who fi lls out the “communication notebook”, is thankful he can 

practice writing in Japanese. Our son also seems to enjoy his time at the daycare. The 

teachers are all very nice and understanding. I appreciate the eff orts they`re making to 

communicate eff ectively with me. I know it`s not easy to be dealing with foreign parents 

who speak little Japanese so I`m really thankful to them.

■おくやみ
行政区 死　亡　者 満年齢 死亡月日

金　富３区 　成　瀨　　　強　さん ６８ ９月１５日
南　町１区 　大　石　タツヱ　さん ９３ ９月１８日
南　町２区 　町　田　隆　夫　さん ７６ ９月２０日
愛山町３区 　清　野　石　藏　さん ８９ ９月２２日
本　町３区 　菅　原　キミ子　さん １０８ １０月３日

■うぶごえ



■発行・編集
　愛別町総務企画課情報発信係
　〒０７８-１４９２
　北海道上川郡愛別町字本町１７９番地
　☎０１６５８-６-５１１１（代表）
■印刷
　㈱須田製版　旭川支社

□ホームページ
　http://www.town.aibetsu.hokkaido.jp/
□Ｅメール
　aibetsu@town.aibetsu.hokkaido.jp
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公式 SNSをよろしくお願いします

Ｔｗｉｔｔｅｒ Ｆａｃｅｂｏｏｋ
公式YouTube
チャンネル Ｉｎｓｔａｇｒａｍ ■先日、町内の廃品回収に

参加しました。子ども会の
保護者の方や子どもたちと一
緒に、トラックに乗ってお家
の前に出されている廃品を回
収しました。保護者の方によ
ると、年々廃品の量も減って
いるのだそうで、集める量は
減って、楽になるけどその分、
まちの人が減っていくような
気もして切なくもなると話し
ていました。子どもたちは一
生懸命頑張っていました。終
わったあとにジュースをいた
だいたのですが、いつもより
おいしく感じました。（谷合）


